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〔作品発表〕

序：
本稿は大分県立芸術文化短期大学紀要投稿の３本目である。作品としては、2018年初稿
となった研究ノート「無限遠点は非人称の自己」巻末に掲載した「テクストによる絵画」
に次ぐ２作目である。Aerosは、両義的に試作及び原型を意味するproto-type vehicleの呼
称であり、Coronetは1969年設立の架空の社名である。前作同様、全文の形作る矩形をド
ローイングあるいは絵画＝unpainted paintingと見立て、ディテールを読む、というもの
である。前作は、まったく応答しない謎の相手に、図らずも（途方に暮れて）一方的に話
し続ける的外れの陳述であり、今回は乗物と絵画についての脈絡のない質疑の記述に終始
する。

1.　●記号を一文にひとつ配当する。
2.　●以下の文は、如何様にも並べ替えることが可能である。
3.　●以下の文毎に一点のテクストによる絵画とし、複数の作品とすることも可能である。
4.　ある●、またある一文に着目すると、それはある種の「図」と認知され、その際それ

以外の全ての●や文は、意味のつながりは伏せられつつ「地」と認知される。
5.　この場合、地と図は、全く同等であるが、全ての意味とその繋がりはまやかしでもあ

る。

P２に作品を、P３以降「テクストによる絵画のテクスト」を箇条書きで示す。

Coronet Aeros
乗り物と絵画についてのテクストの絵画

see a text as a painting about vehicle and painting

中　原　伸　浩
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乗り物と絵画



Coronet Aeros
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テクストによる絵画のテクスト
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